
アメリカ文化における祭 り

清 水 克 祐

(1)

ア メ リカ文化の特質 を示 すひとつのパ ラメーターとして,祭 りを少 し

く考察 したい。祭 りとい う日本語 を用いたが,神 仏 をまつ ることか ら,

大東京 まつ り,港 まつ り,学 園祭,文 化祭 までも含め られ るように,こ

こで考え るアメ リカ文化 におけ る祭 りも広義の もので ある。Fair,fes-

tival,festivity,fete,holiday,celebrationな ど の語 がほぼ広義の 「祭 り」

に相当 しよう。

英語 のfairの 語 原 はラテ ン語 のferiaeでholiday(祭 日)の 意。 これが

イギ リスでは,特 定 の場所 で,聖 人祭 日などに開かれる市,縁 日と して

長 らく愛好 されてきたが,こ れが大西洋を渡 って新大陸へ行 くと,旧 大

陸における意味を失 って,農 産物 ・畜産物の共進会 や産業博覧会 とな り,

見 せ物や飲食店 も立 ち並ぶ にぎやかな ものとなった,と 『エ ンサ イクロ

ペデ ィア ・ブ リタニカ』第11版1)(1910-1911年 刊行)は 指摘 している。

ここにすで にアメ リカ的 な特徴 の一端が見 られ るが,そ の具体的 な現れ

は,countyfair(郡 の フェア),statefair(ス テー トフェア)で あ り,

さ らには,早 くも1853年 にNewYorkWorld'sFair(ニ ュー ヨーク世界

博覧会)が 開かれた。

アメ リカにおける祭 りは,こ の ような大規模の ものか ら,市 町村の小

さなもの まで,さ まざまの種類が ある。これ を遺伝的 な ものと,環 境的

なもの との,ふ たつの要素か ら見 ることにす る2)。
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(2)

ア メ リカにおける祭 りの遺伝 的要素 とは,こ の新大陸に移住 してきた

民族一主 として白人一 がその出身地 より持 ち越 してきたもの をさす。

今 や シカゴを抜 いて米国第2の 大都会 とな りつつあるロサ ア ンゼルス

に は,日 系,中 国系,韓 国系 の居住者 が少 な くな く,日 系 人 はLittle

Tokyo,中 国系 人 はChinatownと い う民族系 の居住地 区を構成 してい

る こと はよ く知 られ る こと だが,そ のLittleTokyoで の お祭 りには,

み こしがかつぎ出される。

チヤ イナ タウンで毎年1月 に行なわれ るChineseNewYearCelebra-

tionは 有 名 で,Goldendragonparade(金 竜 の舞)が あった りして,こ

の祭 りは州の観光 名所 のひとつ とな っている。サ ンフランシス コのチヤ

イナ タウンで も伺 じ祭 りが行 なわれ る。

オハ イオ州 出身の ドリス ・ク レベ ンジヤーさん によると3),同 州 北西

部の都市Toledoト レ ドでは毎年8月 にTheInternationalFestiva1(国

際 フエ ステ ィバル)が 開かれ,夕 方 にな ると各民族系の人々が故国の衣

装 を着 て,そ れぞれ旧世界 の音楽 に合わせて舞踊 を楽 しむ。会場 に出さ

れ る食 物 が,こ れ また,イ ンターナ ショナル で,ド イツ系 の人 はhot

potatosalad,redcabbageそ れ にrabbitstewを,ハ ンガ リー系の人 は有

名 なgoulash(グ ー ラ ッシュー牛 肉 と野菜 の シチュー),ポ ー ラ ン ド系

はkielbasa(キ ルバ ーサー にんに く風 味の ソーセー ジ),メ キ シコ系 は

tacos(タ コ ス)とtortilla(ト ル テ ィーヤーパ ンケーキの一 種)を 観 客

に供 す るというのだか ら,郷 土色豊かで壮観 である。

この ような 「遺伝」型の祭 りは各地 にたくさんあって,枚 挙 にいとま

がないが,こ れが新興国ア メリカの祭 りの特徴 的要素の ひとつ となって

いる ことは,容 易 に察知 され よう。

ま たア メ リカでEaster(復 活 祭)は 全 国的 に,AshWednesday(聖

灰 水 曜 日)やGoodFriday(聖 金 曜 日)は カ トリック教徒 に より,祭
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られるが,こ れらは旧大陸のキリス ト教国の祭 りと共通であり,遺 伝型

である。

(3)

環 境 型 の祭 りとは,ア メリカの風土の中で自然 に生 まれた祭 りの こと

である。先住民族の インデ ィアンの祭 りはすべ てこの タイプであるが,

建 国200年 の短 か い歴 史の中で も,各 地 でい ろいろな祭 りが生まれ てい

る。

た とえ ば,ア ラスカ のAnchorage(ア ン カ レッジー 鉄道建設 の ため

の資材 を運 ぶ輸送船が停泊 したことか らこの地名 がある)で は毎年2月

中旬10日 間 に わたってAnchorageFurRendezvous(ア ン カ レッジ ・

フ ァーラ ンデブー)と いう祭 りが開かれ る。フ ァーランデブーとは毛皮

取 り師 とバ イヤーが落 ち合って毛皮の交易 をすることで,1930年 ご ろ始

まった。時節 はきび しい冬の真最中で,タ フなアラスカ人 も近隣のエ ス

キモー人 も春の到来 を待 ちこがれているころである。陰 うつなる冬 を払

いのけようとこの毛皮交易の集 ま りをお祭 り騒 ぎに持 って行 こうとす る

心情 は想像 にか たくない。毛皮 だけでな く,民 芸品,手 芸 品も展示即売

する,ビ ール飲み コンテス トをする,腕 ず もう大会 を開 く,犬 ぞ りレー

ス大会 を開 くな ど,あ る旅行案内記4)の 表 現 を借 りると,"spontaneous

happenings"(自 発 的 に起 こった出来事)が この祭 りの中に組 み込 まれ

て行 った。 この祭 りは地元 で は"Rondy"の 愛 称 で親 しまれ,ま たthe

MardiGrasoftheNorth北 の マルデイグラ(謝 肉祭)の 別称 もあるのは,

いか に陽気 な祭 りで あるかを物語 る。

もうひとつ,ア ラス カな らではの春の祭 りが ある。アンカ レッジの北,

フ ェアバ ンクスの手前約60マ イル(96キ ロ)にNenana(ネ ナ ナ)と い

う河 港の 町が ある。 その近 くを流 れ るtheTananaRiver(タ ナ ナ川)

が春 になって,何 月何 日何 時何分 に氷が溶 けるかの公認のかけが行 われ

一3一



アメリカ文化における祭 り

る。名づ けてtheBigBreakupceremony(氷 溶 けの儀式),正 確 な時刻

を当て た者 には賞金10万 ドルが与 え られ る。川 が氷結す る前 に三脚台 を

置 く。 これ に線で時計 をつ ないでおき,氷 が溶けて三脚が揺れ動 くとそ

の時刻 を記録で きる仕組 になっている。 これ も長 い氷 の世界 に閉 された

人 々が思 いつ くお遊びである。

カ リ フォ ル ニ ヤ 州AngelsCampで は 毎 年5月 にJumpingFrog

Jubilee(カ エ ル跳び大会)が 開かれ るが,同 州の ゴール ドラッシュ時

代 に鉱 山で行 なわれて いた遊 びであった。 これを作家マ ーク ・トウエイ

ンが取 り上 げて物語 にまとめ,1865年 に 発表 して,有 名な もの となった。

また トウエ インもこれ によって作家 として地位 を確立 したの だった。

(4)

ア メ リカにおける祭 りに,も うひとつ 「遺伝型+環 境型」 の混合型 が

ある。そのもっともよい例 がThanksgivingDay(感 謝 祭)で ある。

1620年12月21日,JohnCarverを 団 長 とす る102名 の 清教 徒 たちはプ

リマス に上 陸 し,植 民地 を開いた。その冬 はことのほか寒 さが きび しく,

団長 のカーバ ーを始 め,47名 が一冬 の間 に生命 を奪われた。 しか し近 隣

の インデ ィア ンは白人 たちに友好的で,ト ウモロコシの栽培 をすすめた。

1621年 の 夏,ト ウモロコシの大収穫 があ り,生 き長 らえる希望が生 れた。

第2代 団長WilliamBradfordは3日 間 の祭 日を行 な うことを布告 し,

わ が恵 み深 き父 なる神 に感謝 の念 を捧 げたので あった。Harvestfestiv-

al(収 穫 の感謝祭)は 中世紀以 降旧大陸の教会 で行 なわれた祭 りであ り,

これが新大陸に持 ち越 され,新 大陸の風土の中で行なわれるようになっ

た祭 りの第1号 であることに,た いへんな意義がある。

感 謝祭 はその後 ニューイングラン ド地方やその他 の州 で行 なわれ るよ

うにな ったが,日 は一定 していなく,ま た南部で はこの祭 りを無視 した

州 もあった。全国的な法定祝祭 日として11月 の 第4木 曜日と制定 された
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のは リンカーン大統領の とき(1863年)で ある。感謝祭 の制定化 に貢献

した陰 の 女性 にMrs.SaraJosephaHaleが い る。 この人 は婦 人 雑 誌

Godey'sLady'3Bo説 『ゴッデ ィズ ・レイディブック』 の編集長で,誌 上

に論陣 を張 って は感謝祭 を法定休 日とすべ し,と4代 にわたる大統 領 に

ア ピール した。 この人 はなかなかのcrusader(あ る主義,主 張の実 現

のために猛運動 をす る人)で あったわけだが,童 謡"Mary且adaLittle

Lamb"(1830)の 作 詩者 で もあった。 ここい ら辺 は アメ リカ史 の 「お

まけ」一 エ ピソー ドー である。

「遺 伝型+環 境型」 の混合型祭 りのもうひ とつの例 と してcampmeet -

ing(野 外 集会)を あ げて も差支え あるまい。1799-1801年 に長 老派 の

牧 師JamesMcGreadyが ケ ンタッキー州 の ロー ガン郡 で行 なったのが

始 めとされ ているが,そ れは開拓地 には常設 の教会がないか ら野外集会

を開 いて信仰 を深め ようというものであった。 ある日ある所 で3,4日

に わた りこの種の集会 があるとの通知 が出され る。すると開拓民 は一家

で30マ イル,40マ イ ルの遠 くか ら出 かけて行って,集 会地 にテン トを張 っ

て寝泊 りする。丸太のベ ンチ と粗末 な説教壇が作 られる。夜になると集

会が開かれ,説 教 につ ぐ祈 りの言葉 を捧 げ,讃 美歌 を歌 ったりする。 ま

た生 れたばか りの子 に洗礼 が行 なわれ た り,結 婚式 も挙行 される。一回

の集会 に1万 人 も,ま た2万 人 も集 った という記録がある とのことで あ

る5)。 長 老派 はこの活動 を1805年 にやめ たが,メ ソジス ト派 ,バ プテス

ト派 ・シエ ーカー派 な どは この野外 集会 を開いては宣教活動 を積極的に

行 なって,多 数の信者 を獲得 した。また開拓民 にとっても宗教生活 ・社

交生 活 を送 る上 で便利 な,ま た は狂信的 な雰 囲気 にひたれ る集会 でも

あった。

「慰安施設 など何一つ持 っていなか った開拓地 の人 びとに と
って,キ ャ

ンプ ・ミーテ ィングは,平 素抑圧 しつづ けてきたもの を一 気に発散 させ

るまた とな い機会で もあったのだ6)」 これは西川正身氏の鋭 い指摘で あ

一5一



アメリカ文化における祭り

るが,こ こに祭 りが発生するプロトタイプ(原 型)が あると考えられよ
＼

う。

「だが
,家 庭 において両親 に反逆 した ビアスは,こ うした周 囲の狂信的

な雰囲気 に対 して も反撥 した」米国文学の鬼才 ア ンブローズ ・ビアスの

性格 を知 るひとつのか ぎとなるもので あろう。

現在,世 界各地 を回 って福音 を説 く宣教師 にBillyGraham(1918-

)が い るが,巡 回説教者 的であ り,信 仰復興運動者 でもあ り,彼 の

活動 は現代版 キャ ンプ ミーテ ィングと言 って も過言で はない7)。 キ ャン

プ ミーテ ィングそのものはとっくにすたれたが,ア メ リカ生 れの この「祭

り」 の精 神 は現代 でも生 きている,と 言 えよう。

References

1)TheEncyclopaediaBritannicaEleventhEdition29viols.

(TheUniversityofCambridge,1910)s.V.Fair

2)GeorgeR.Stewart,AmericanWaysofLife(成 美 堂,昭 和39年)

3)DorisJ.Clevenger,"TheInternationalFestival"

(文 教 大 学 女 子 短 大 「英 語 英 文 科 ニ ュ ー ス 」No.6昭 和58年12月)

4)SunsetTravelGuidetoAlaska(LanePublishingCo.,1978)

5)EncyclopediaBritannicaMicropediaII(1980)

6)西 川 正 身 『孤 絶 の 諷 刺 家 ア ン ブ ロ ー ズ ・ビ ア ス 』(新 潮 社,昭 和

49年)

7)Reader'sDigest,FamilyEncyclopediaげ ∠4mericanHistory(The

Reader'sDigestAssociation,1975)

一6一


